
 

 

 

福岡市環境教育・学習計画推進協議会資料 

福岡市の施策の展開について 
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＜参考＞資料内の表記に関する補足 

◆ ：「福岡市環境教育・学習計画（第三次）」における 10 年後の姿を踏まえた，行政の施策を

展開する上での目的 

⇒ ：◆を実現するための取組み 

実績等：28 年度実績値を記載しています。なお，〔 〕内の数値は，27 年度の値です。 
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◆市民が環境問題を身近なこととして捉え，日常の生活と環境問題との関わりを認識する。 

⇒日常生活と環境問題のつながりに気づくような環境教育・学習 

事業名 内 容 実績等 
 

出前講座 

[関係各課] 

家庭でのごみ減量をはじめ，再生可能エネルギーや越境大気汚染，地球温

暖化などのテーマについて，地域・学校・企業等を対象に出前講座を実施。 

参加者数 
8,382 人 
〔6,821 人〕 

 

里海保全再生事業 

[環）環境調整課] 

絶滅危惧種のカブトガニなど多様な生物の生息・生育場となっている今津干

潟で，地域住民を主体として，市民団体等と共働で里海保全活動を実施。 

開催数 
4 回 
〔6 回〕 

 

エコツアー 

[環）環境調整課] 

生物多様性がもたらす恵みを学び，身近な自然とのつながりを再認識するた

め，地域特性に応じたエコツアーを紹介。 

開催数 
1 回 
〔2 回〕 

 

トークカフェ 

[環）環境調整課] 

身近な自然や食文化など本市の個性・魅力が生物多様性に支えられている

ことが認識され，生物多様性の重要性を社会へ浸透するよう，NPO 団体や個

人が集い，情報やアイデアを共有する場づくりを実施。 

参加者数 
139 人 
〔140 人〕 

 

◆市民が環境保全行動を日常的に実行する。 

⇒環境行動を促す支援事業や啓発事業，取組み事例の情報発信  

事業名 内 容 実績等 
 

福岡市環境行動賞 

[環）環境政策課] 

地球温暖化防止やごみ減量などに先進的・継続的に取り組み，環境保全・

創造に高い水準で貢献し，顕著な功労・功績のあった個人・団体等を表彰。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

ECOチャレンジ応援事

業 
[環）環境・エネルギー対策課] 

電気・ガスの省エネや家庭用 LED照明の購入，環境イベント参加等，環境保

全に寄与する行動（エコアクション）に対してポイントを付与。 

・ポイントは商品や交通系 IC カードの乗車ポイント（1 ポイント＝１円）に交換 

※28年度から参加単位を世帯に変更 

参加人数 

719 世帯※ 

〔620 人〕 

 

「緑のカーテン」プロジェクト 

[環）環境・エネルギー対策課] 

夏の省エネ対策である「緑のカーテン」の取組みを促進するために，「緑のカー

テンコンテスト」など広報・啓発を実施。 

応募 
123 件 
〔126 件〕 

 

電気自動車等購入補助 

[環）環境・エネルギー対策課] 

電気自動車（EV）購入補助のインセンティブ施策により，市民・事業者に対す

る広報・啓発を実施。 

購入補助 

85 台 
〔100 台〕 

 

住宅用エネルギーシス
テムの導入促進 
[環）環境・エネルギー対策課] 

福岡市地球温暖化防止市民協議会と連携し，市内の太陽光発電設備，

家庭用燃料電池，リチウムイオン蓄電システム及び HEMS の設置者に対して

補助を実施。 

補助件数 
1,344 件 
〔1,423 件〕 

 

基本的方向 

1 
市民一人ひとりの，環境保全活動実践を支援・促進する 

自己の日常生活と環境問題の関わりへの気づきにつながる啓発を実施し，市民の自主的な活動を促進する。また，福岡市の

人口構成の特徴を踏まえ，対象に応じた啓発を行う。 
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生ごみリサイクル促進事業 

[環）資源循環推進課] 

クリーンパーク・東部内及び立花寺 1 丁目種苗育成施設内菜園において，生

ごみ堆肥の作り方や堆肥を活用した耕作についての市民講座を実施。また，ダ

ンボールコンポストの使い方講座を実施。 

参加者数 
509 人 
〔445 人〕 

 

環境１日乗車券 

「エコちかきっぷ」の発売 

[交）営業課] 

休日における都心部の渋滞緩和や地球温暖化防止に少しでも寄与できるよ

うお得な環境１日乗車券「エコちかきっぷ」を発売。 

※H28.9.25をもって発売終了 

販売枚数 
74 万枚※ 
〔150 万枚〕 

 

モラル・マナー向上市
民啓発事業 

[市）生活安全課] 

市民・ボランティア団体，事業者，行政が一体となって清掃活動，落書き消

し，交通マナー啓発等を行うキャンペーンを実施。また，28 年度からモラル・マナ

ー向上推進本部を設置。 

歩行者喫煙率 

減少傾向 

 

節水意識の高揚 

[水）総務課] 

キャンペーンや水道施設見学会などの各種イベント及び各種印刷物・ビデオ制

作などの広報活動を通じて，市民の節水意識の高揚を図る。 

節水する 
90.9％ 
〔91.5%〕 

 

◆あらゆる世代の市民が，ライフステージに応じた環境教育・学習に取り組み，環境保全活動において活躍する。 

⇒学校等における，成長段階に応じた環境教育・学習（→基本的方向３） 

 

⇒若年層に対する環境啓発および環境保全活動の支援 

事業名 内 容 実績等 
 

エコ発する事業 

[環）環境政策課] 

市民団体をはじめ，環境活動に取り組む U-30(30 歳以下)世代の団体にも資

金面等で支援を行うとともに，他団体との交流も推進。 

U-30 団体 

3 件 
〔3 件〕 

 

環境局ホームページの運用  

[環）環境政策課] 

市民の環境学習を支援するため，ホームページ「福岡市の環境 学ぼう！つな

ごう！ふくおかの環境」で，環境に関する情報を収集・提供。 

U-30 団体登録数 

29 団体 
〔29 団体〕 

 

⇒環境保全活動における高齢者の活躍促進                           

事業名 内 容 実績等 
 

福岡市環境行動賞 

[環）環境政策課] 

多くの高齢者が環境保全活動において活躍しており，このような取組みについ

て，表彰を通して広く知らせることで，高齢者をはじめあらゆる世代の活動への

参加を促進。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

◆転入者や外国人がごみの出し方などの基本的なルールを理解し実行するとともに，福岡市の環境について愛着

を持ち，地域の環境活動にも参加する。 

⇒転入者や外国人への環境啓発・環境マインドの育成                     

事業名 内 容 実績等 
 

ごみ減量広報・啓発活動 

[環）資源循環推進課] 

市民へごみ減量・リサイクルの啓発を行うため，大都市減量化・資源化共同キ

ャンペーンを実施するとともに，市外からの転入者向けごみルールブック（日英中

韓）を作成。 

ﾙｰﾙﾌﾞｯｸ 
8 万部 

〔8.1 万部〕 
 

区独自事業・南区
（南区出前講座） 

[南）生活環境課] 

市民や外国人留学生に南区の自然･地球温暖化･循環型社会の現状を認

識してもらうことで，市民による自主的な環境活動の促進を図る。 

参加者数 
858 人 
〔370 人〕 
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◆市民団体の活動が広く知られ，取組みの輪が広がる。 

⇒市民団体に関する情報発信や活動を広げる機会・場の提供  

事業名 内 容 実績等 
 

環境教育・活動の支

援のためのホームペー

ジの運用【１の再掲】 

市民団体の環境活動を支援するため，ホームページ「福岡市の環境 学ぼ

う！つなごう！ふくおかの環境」で，市民団体の活動情報を収集・提供。 

登録数 
55 団体 
〔53 団体〕 

 

福岡市環境行動賞 

【１の再掲】 

地球温暖化防止やごみ減量などに先進的・継続的に取り組み，環境保全・創造

に高い水準で貢献し，顕著な功労・功績のあった個人・団体などを表彰。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

あすみんウェブ 

[市）市民公益活動推進課] 

市民のボランティア団体紹介など，ボランティアに関する情報を福岡市ＮＰＯ・

ボランティア交流センターホームページで提供。 

アクセス数 
19.2 万件 
〔26.5 万件〕 

 

◆市民団体同士が交流し，共働・連携による環境保全活動を実施する。 

⇒団体同士の情報交換・交流の場を設け，団体同士の共働・連携を支援 

事業名 内 容 実績等 
 

環境フェスティバルふくおか 

[環）環境政策課] 

環境に優しい行動の輪を広げていくための普及・啓発を目的とした，楽しみな

がら学べる参加体験型のイベントを開催 

来場者数 
3.6 万人 
〔4.9 万人〕 

 

あすみん 

[市）市民公益活動推進課] 

市民主体のまちづくり実現のため，ＮＰＯやボランティア活動をはじめとする様々

な市民公益活動の情報・交流の場を提供。 

利用者数 
4.3 万人 
〔2.7 万人〕 

 

◆市民団体が人材育成に取り組み，活動が広まるとともに後継者が育つ 

⇒成熟した市民団体と若者や新規の団体などとの出会い・交流の場の提供 

事業名 内 容 実績等 
 

エコ発する事業 

【１の再掲】 

市民団体やＮＰＯ法人などが自ら発意・企画し，主体的に行う環境活動への

支援を行うとともに，団体間のネットワークづくりを促進。 

活動報告会 
を実施 

 

◆市民団体の資金面における課題が解決する。 

⇒市民団体の環境保全活動に対する補助事業や，団体が活用できる他の支援策の情報提供 

事業名 内 容 実績等 
 

エコ発する事業 

【1 の再掲】 

市民団体やＮＰＯ法人などが自ら発意・企画し，主体的に行う環境活動への

支援を行うとともに，団体間のネットワークづくりを促進。 

補助件数 
12 件 
〔8 件〕 

 

基本的方向 

2 
市民団体の自主的な活動を支援・促進する 

市民団体の活動がより活発に行われるよう，活動を行うにあたって課題となっている，情報・交流の機会・人材育成・資金面に

ついて効果的な支援を行う。 
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地域集団回収等報

奨制度 

[環）資源循環推進課] 

集団回収等実施団体等に回収量等に応じた報奨金を交付し，回収活動を

促進。 

回収実績 
3.2 万 t 
〔3.4 万 t〕 

 

地域ぐるみ清掃推進

事業 

[環）資源循環推進課] 

清掃月間に全市域において，自治会・町内会等が実施する地域ぐるみ清掃

に対してごみ袋を配布し，地域の環境美化活動を支援。 

参加者数 
9.8 万人 
〔10 万人〕 

 

あすみんウェブ 

[市）市民公益活動推進課] 

福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センターホームページで，市民団体が利用でき

る助成金の情報を広く発信。 

アクセス数 
19.2 万件 
〔26.5 万件〕 

 

緑の活動支援事業 

[住）みどり推進課] 

樹林地等の保全管理を行う「地域の森づくり」，地域の公共用地や空地で花

壇づくり等を行う「地域の花づくり」を行う団体等の自主的な活動を支援。 

支援団体 
150 団体 
〔133 団体〕 
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◆幼稚園や保育園(所)，認定こども園，小中学校において，各教科やその他の教育活動を通し，子どもの成長段

階に応じた体系的な環境教育を実施する。 

⇒体験活動を学習に取り入れた，環境学習の機会を提供 

事業名 内 容 実績等 
 

環境学習支援事業 

[環）環境事業所] 

公共施設・公立学校等の廃棄物収集業務に携わる事業所職員が，小中学

校等の環境学習に対する支援及び公共施設等に対しての分別指導を実施。 

実施数 
197 回 
〔175 回〕 

 

自然教室開催 

[教）研修・研究課] 

原則として小学５年生及び中学１年生を対象に，背振少年自然の家及び海

の中道青少年海の家等で，自然教室を実施。 

実施校数 
204 校/212 校 

〔209 校/212 校〕  
 

わくわくエコ教室 

[環）環境政策課] 

希望のあった園・学校で出前講座や自然観察会を行い，環境を大切にする心

を持った子を育てることを目的に実施。 

指導者育成プログラム 

6 回 
〔3 回〕 

 

工場見学の受入れ 

[環）西部工場，臨海
工場] 

環境について学ぶ機会を提供するため，環境局の工場で，随時個人，家族，

グループ，学校，企業などの見学を受入。 ※クリーン・エネ・パーク南部の

見学者を含む 

見学者数 
1.9 万人※ 
〔1.8 万人〕 

 

わたしたちの樹プロジェクト 

[環）環境政策課] 

緑の学習をもとに，子どもたちが樹木を選定し，学校敷地等への植樹を通し

て，子どもたちの身近な自然への関心や愛着を高める。（28年度目標：40校） 

実施校数 
36 校 
〔―〕 

 

⇒学校等で活用できる学習のツールや教材，資料，プログラムなどを充実  

事業名 内 容 実績等 
 

副読本の作成 

[環）環境政策課， 
資源循環推進課] 

小学校での社会科，総合学習等で活用できるよう，「環境」と「ごみ」につい

て，福岡市の状況，取組みについてまとめ，福岡市内の小学校に配付。 

市内全小学校 

に配付 

 

出前講座 

【１の再掲】 

家庭でのごみ減量をはじめ，再生可能エネルギーや越境大気汚染，地球温

暖化などのテーマについて，地域・学校・企業等を対象に出前講座を実施。 

参加者数 
8,382 人 
〔6,821 人〕 

 

⇒環境に配慮した学校施設などの整備を推進し，学びの場や教材として活用促進 

事業名 内 容 実績等 
 

市立小中学校への太

陽光パネル整備事業 

[教）施設課] 

校舎の屋上等に太陽光パネルを設置し，発電量などを表示する表示装置を

昇降口や玄関等に設置。発電された電気は使用・売却している。 

設置校（計） 
96 校/212 校 
〔96 校/212 校〕 

 

 

基本的方向 

3 
学校等における環境教育・学習を支援・促進する 

関係機関と連携して，小中学校等へ環境教育・学習の様々なプログラムを提供し，教科学習や総合的な学習の時間におけ

る環境教育・学習の視点をもった学習を推進するとともに，高等学校や大学における環境教育・学習を推進する。また小学校

等の教員が環境について体系的に学べる場の検討を行う。 
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⇒学校等で取り組める環境保全活動や,他の主体との共働・連携の活動について，事例やモデルなどの情報を発信 

事業名 内 容 実績等 
 

福岡市環境行動賞 

【1・2 の再掲】 

地球温暖化防止やごみ減量などに先進的・継続的に取り組み，環境保全・創造

に高い水準で貢献し，顕著な功労・功績のあった個人・団体などを表彰。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

学校における環境教育の推進  
（特色ある教育推進事業） 

[教）学校指導課] 

幼・小・中学校等において環境教育をとりあげ，水や空気，エネルギーなどの

様々な視点から自分自身の問題として考えさせる学習に取り組む。 

実施校 
194 校/212 校 
〔193 校/212 校〕 

 

◆高等学校や大学，専門学校などで人材を育成するとともに，積極的に環境保全活動に取り組む。 

⇒関係機関と連携し，高等学校や大学などを拠点とした人材育成を推進 

 

⇒高校生や大学生などの自主的な環境活動を促進（→基本的方向１） 

事業名 内 容 実績等 
 

区独自事業・城南区 

（福岡大学ﾘｻｲｸﾙﾏｰｹｯﾄ） 

[城南）生活環境課] 

福岡大学の卒業生や地域住民の不用になった家具や電化製品等を新入生

に無償で提供するリサイクルマーケットを大学・市民団体・行政の共働で開催

し，ごみや資源物の出し方等の啓発を実施。 

来場者数 
381 人 
〔715 人〕 

 

◆教員や保育士などが環境について体系的に学ぶ。 

⇒環境教育を実施する指導者への研修の充実や指導者向け情報の発信 

事業名 内 容 実績等 
 

子ども向け環境教育ウェブ  
サイト「エコッパと学ぼう！ 
こども環境局」の運用 

[環）環境政策課] 

環境に関する問題を楽しく学習できるように，小・中学生や学校の先生方を

対象とした情報を提供。 

アクセス数 
1 万件 

〔0.8 万件〕 
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◆事業者が環境に配慮した事業活動を行うとともに，環境保全活動を実施する。 

⇒従業員への環境教育のための情報や環境教育プログラムなどの提供 

事業名 内 容 実績等 
 

オフィス用省エネ・ 

省 CO2 手引書 

[環）環境・エネルギー対策課] 

社員一人ひとりが取り組める身近な省エネから，施設の管理者が行う設備機

器の省エネ運転方法，投資を伴う省エネ改修まで，幅広く紹介。 

HP に掲載， 

講習会を実施 

 

出前講座 

【1・3 の再掲】 

家庭でのごみ減量をはじめ，再生可能エネルギーや越境大気汚染，地球温

暖化などのテーマについて，地域・学校・企業等を対象に出前講座を実施。 

参加者数 
8,382 人 
〔6,821 人〕 

 

⇒環境マネジメントシステム導入や環境に配慮した事業活動などのための情報提供 

事業名 内 容 実績等 
 

エコアクション 21 取得

支援事業 

[環）環境政策課] 

環境省が推進している中小企業者等向け簡易版環境マネジメントシステム

（EMS）である「エコアクション 21（EA21）」の市内事業者への普及を図る。 

ｾﾐﾅｰ参加 
21 事業者 
〔17 事業者〕 

 

省エネサポート事業 

[環）環境・エネルギー対策課] 

市主催の省エネ講習会などで，省エネ対策事例や国等の補助金等を事業者

に紹介することで，事業所における省エネ対策を普及促進。 

参加者数 
107 人 
〔84 人〕 

 

福岡市環境配慮指

針の適切な運用 

[環）環境調整課] 

各種開発事業の許認可に際して，市として環境保全上の見地から指針に基

づき意見を述べることで，事業の環境への配慮を誘導。 

事業者へ 
情報提供 

 

 

⇒環境に配慮した行動を支援・促進するしくみの提供 

事業名 内 容 実績等 
 

環境・エネルギー対応
資金の融資 

[経）経営支援課] 

新エネルギー又は省エネルギー設備，低公害車を導入する中小企業者や，公

害の防止に必要な施設の設置・改善を行う中小企業者に対する融資。 

（28 年度末融資残高：13,138 千円） 

融資実績 
なし 
〔なし〕 

 

事業系ごみ資源化情

報発信事業 

[環）資源循環推進課] 

資源化に関する専用ホームページの活用により，排出事業者と資源物回収事

業者が事業系ごみの資源化に関する互いの情報を共有し，回収へと繋げる。 

申込数 
80 件 
〔70 件〕 

 

電気自動車等購入補助 

【1 の再掲】 

電気自動車（EV）購入補助のインセンティブ施策により，市民・事業者に対す

る広報・啓発を実施。 

購入補助 

85 台 
〔100 台〕 

 

基本的方向 

4 
事業者の環境保全活動実践を支援・促進する 

事業者の環境保全活動を促進するための情報提供や支援を行う。また，事業者が取り組んでいる活動を評価し，広く発信し

ていく。 
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◆事業者による環境保全活動が広く知られ，活動が広がる。 

⇒模範的な活動を行っている事業者の評価・顕彰および活動内容の発信 

事業名 内 容 実績等 
 

資源物回収協定制度 

[環）資源循環推進課] 

優良な資源物回収事業者と協定を締結し，互いに連携を図ることにより資源

物の再生利用を促進。 

協定 
21 社 
〔21 社〕 

 

福岡市環境行動賞 

【1・2・3 の再掲】 

地球温暖化防止やごみ減量などに先進的・継続的に取り組み，環境保全・創造

に高い水準で貢献し，顕著な功労・功績のあった個人・団体などを表彰。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

社会貢献優良企業 
（環境配慮型事業所）
優遇制度 

[環）環境政策課] 

企業の社会や市・地域への貢献活動を評価し，社会貢献度の高い市内に本

店のある中小企業に対して，福岡市との契約において優先指名する等の優遇

制度を設ける。 

認定業者 
165 社 
〔224 社〕 

 

⇒事業者が取り組んでいる環境教育や活動支援などの情報の発信，および事業者が提供する体験の機会の場に

ついての認定 

事業名 内 容 実績等 
 

環境教育・活動の支

援のためのホームペー

ジの運用 

【1・2 の再掲】 

ホームページ「福岡市の環境 学ぼう！つなごう！ふくおかの環境」で，環境教

育を行っている企業や NPO 法人に関する情報を収集・提供。 

登録団体数 

16 団体 
〔16 団体〕 

 

⇒事業者同士の情報交換・交流の場の提供による，事業者同士の共働・連携の支援 

事業名 内 容 実績等 
 

福岡市地球温暖化

防止市民協議会 

[環）環境・エネルギー対策課] 

市民・事業者・行政が協力して，地球温暖化防止に向けた積極的な実践活

動の推進を図ることを目的として設置。 

会員数 
137 団体 
〔158 団体〕 

 

エコウェイブ・ふくおか会議 

[環）環境・エネルギー対策課] 

温暖化防止の取組みを行い，広く他の業者や市民に行動の波を広げることを

目的に設立された「エコ・ウェイブ・ふくおか会議」を支援。 

総会で取組み 

を報告 

 

  



 - 9 - 

 

◆職員一人ひとりが環境意識を高めるとともに環境に関する知識を深め，環境行動を実践する。 

⇒環境に関する情報交換や研修，実践の場・機会の提供 

事業名 内 容 実績等 
 

グリーン購入ガイドライン 

[環）環境政策課] 

再生品など環境に配慮された製品の普及を図るために，福岡市グリーン購入

ガイドラインを策定し，環境に配慮された製品を全庁的に率先購入。 

達成品目 
130 品目/177 品目 
〔114 品目/174 品目〕 

 

庁舎内ごみ減量・リサ

イクルマニュアル 

[環）資源循環推進課] 

庁舎内におけるごみの発生を抑制し，資源物の回収強化を図るとともに，再

生品の積極的な利用拡大を図るため作成。 

古紙回収量 
1,523t 
〔1,585t〕 

 

ニワピカ隊 

[環）産業廃棄物指導課]  

環境啓発活動の一環として，４～９月の最終水曜日(ノー残業デー)に職員を

中心として福岡・天神のまちのボランティア清掃を実施。 

参加者数 
154 人 
〔243 人〕 

 

⇒ＮＰＯや他の機関が開催する環境関連の研修や実践活動などへの参加促進 

 

◆自主的な環境配慮の取組みを率先して実施する。 

事業名 内 容 実績等 
 

省エネルギー診断事業 

[財）ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進課]  

市有建築物の現状設備での光熱水費低減及び省エネを図るため，民間事

業者から指導を受けて光熱水費を低減し，低減額の一部を業者へ支払うも

の。 

施設数，低減額 
６施設，51 百万円 
〔9 施設，80 百万円〕 

 

市有施設における再生 
可能エネルギー導入推進 
[環）環境・エネルギー対策課] 

エネルギーの有効活用のため，再生可能エネルギーの導入を推進。 

導入施設 

194 施設 
〔185 施設〕 

 

森林によるカーボン・ 

オフセット推進事業 

[農）森林・林政課] 

本市が実施した間伐による二酸化炭素吸収量を，オフセット・クレジット制度に

おいてクレジットとして環境省の認証を受け，そのクレジットの取引を行うことによ

り得た収益を森林保育に環流して，森林の整備保全を促進。 

売却量 
97t-CO2 
〔76t-CO2〕 

 

◆あらゆる分野の施策の中に環境の視点を取り入れる。 

事業名 内 容 実績等 
 

水素リーダー都市プロジェクト  

[道）下水道計画課] 

下水バイオガスから水素を効率的に製造するシステムを構築し，燃料電池自

動車（FCV）に供給。 

水素創エネ技術

の実証中 
 

「エコ・イベントふくお

か」手引書 

[環）環境政策課] 

イベントにおける環境への負荷を低減する取組を推進するため，本市が主催ま

たは共催するイベントにおける環境配慮の指針として，手引書を作成。 

市役所内の 

活用状況を調査 

 

基本的方向 

5 
行政が率先して環境保全活動を実践する 

職員一人ひとりが環境意識を高めるとともに，環境に関する知識を深め，行動する。また，あらゆる分野の施策の中に環境の視

点を取り入れ，率先して環境にやさしい行動を実行する。 
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ごみ焼却熱の有効利用 

[環）工場整備課] 

クリーンパークに発電設備を設け，ごみの焼却熱を利用し発電した電力を，所

内等で利用，西市民プール等へ送電，売電。 

総発電電力量 

1.4 億 kWh 
〔1.5 億 kWh〕 

 

使用済み乗車券のリ

サイクル 

[交）乗客サービス課] 

地下鉄各駅のごみ減量化を図るため，使用済み乗車券を回収し，トイレットペ

ーパー等の原料として再利用。 

回収量 
8.6ｔ 
〔8t〕 

 

◆他の主体と共に，環境保全活動を推進していく 

事業名 内 容 実績等 
 

共働事業提案制度 

[市）市民公益活動推進課] 

ＮＰＯ等の斬新なアイデアや専門性を活かした企画提案を募集し，採択された

事業について，ＮＰＯ等と市が，共働で実施。 

実施団体 
5 団体 
〔6 団体〕 

 

和白干潟保全のつどい 

[港）環境対策課] 

和白干潟を中心に活動する市民団体等と行政が定期的に意見交換しなが

ら，和白干潟の環境保全に向けた活動などの共働事業を企画・実施。 

保全活動 
4 回 
〔5 回〕 
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◆環境の視点を取り入れた多様なプログラム・教材等により，環境マインドが育つ。 

⇒主体や対象に応じた，体系的な環境教育プログラム・教材等の提供（→基本的方向１・３・４） 

⇒全ての分野(生活環境，自然共生，資源循環，低炭素)における最新のプログラム・教材等の充実 

⇒地域の特性を活かしたプログラムや地域の課題や魅力への気づきにつながるプログラムなどの提供 

事業名 内 容 実績等 
 

里海保全再生事業 

【1 の再掲】 

絶滅危惧種のカブトガニなど多様な生物の生息・生育場となっている今津干

潟で，地域住民を主体として，市民団体等と共働で里海保全活動を実施。 

開催数 
4 回 
〔6 回〕 

 

エコツアー 

【1 の再掲】 

生物多様性がもたらす恵みを学び，身近な自然とのつながりを再認識するた

め，地域特性に応じたエコツアーを紹介。 

開催数 
1 回 
〔2 回〕 

 

トークカフェ 

【1 の再掲】 

身近な自然や食文化など本市の個性・魅力が生物多様性に支えられている

ことが認識され，生物多様性の重要性が社会へ浸透するよう，情報集約発信

等の仕組みを構築。 

参加者数 
139 人 
〔140 人〕 

 

区独自事業・東区（立花

山・三日月山ふれあいの

森づくり事業） 

[東）企画振興課] 

立花山・三日月山の更なる魅力を高めるため，市民や NPO などと共働して，

市民参加による登山ルートの維持管理や森林保全などを行う。 

ボランティア参加者 
158 人 
〔170 人〕 

 

人と自転車が共生で
きるまちづくり事業 
[中央）道路適正利用推進課] 

健康的で，環境にもやさしい交通手段である自転車の利用を進めるとともに，

路上駐輪の解消，利用者のマナーの向上などに取り組み，自転車と歩行者，

地域住民が快適に共生できるまちづくりをめざす。 

放置自転車率 
4.7％ 
〔9.1％〕 

 

区の魅力づくり事業・中央

区（花いっぱい運動） 

[中央）総務課] 

地域コミュニティの向上や青少年の健全育成，違法駐輪・ゴミのポイ捨て防止

などを目的に住民・企業及び行政が一緒に花植えや花の日常管理を行う。 

植花活動 
6 回 
〔6 回〕 

 

区独自事業・城南区（油

山の魅力発信） 

[城南）企画共創課] 

城南区の自然資源である油山の魅力を広く市民に対して発信し，身近な自

然の良さを知ってもらう。また，日本野鳥の会福岡支部と共催して，ハチクマの

渡りを観察する機会を提供。 

ＨＰによる発信・

観察会の実施 

 

室見川水系一斉清掃  

[早良，西）生活環境課]  

室見川（金屑川・油山川）水系の上流から下流まで一斉に清掃を行い，環境

保全や自然とのふれあいを推進。  ※参加申込数：4,217人 

清掃参加 
雨天中止※ 
〔4,877 人〕 

 

フラワーハートシティ事業 

[住）みどり推進課] 

花と緑あふれるうるおいのあるまちを目指し，街路上での花壇づくりを希望する

団体と管理協定を締結し，活動場所を提供。 

協定締結数 

115 団体 
〔110 団体〕 

 

 

基本的方向 

6 
多様な環境教育プログラム・教材等を提供する 

環境の視点を取り入れた，多様な環境教育プログラムや資料・教材，データや機会などを提供することで，環境に対する想いや

地域への愛着を深める。その際，各主体と連携しながらあらゆる対象に応じた環境教育プログラム・教材等を整備するとともに，

すでに各主体が有しているものについて共有・活用できるしくみづくりを検討する。 
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⇒多様な媒体を活用した，環境教育プログラム・教材等の提供 

事業名 内 容 実績等 
 

環境学習教材の貸出し  

[環）環境政策課] 

保育園（所）・幼稚園・小・中学校・地域団体等で，子ども向けの環境教育を
行う場合に，環境をテーマにした大型紙芝居・ＤＶＤ等の環境教材を貸出し。 
また，紙芝居を電子化し，HP に掲載するほか，大型紙芝居を総合図書館の
団体貸出に追加。 

貸出し 
2 件 
〔1 件〕 

 

子ども向け環境教育ウェブ  
サイト「エコッパと学ぼう！ 
こども環境局」の運用 

【3 の再掲】 

環境に関する問題を楽しく学習できるように，小・中学生や学校の先生方を対

象とした情報を提供。 

アクセス数 
1 万件 

〔0.8 万件〕 

 

副読本の作成 

【3 の再掲】 

小学校での社会科，総合学習等で活用できるよう，「環境」と「ごみ」につい

て，福岡市の状況，取組みについてまとめ，福岡市内の小学校に配付。 

市内全小学校 

に配付 

 

◆各主体が共働・連携して環境教育・学習のプログラムや教材等を提供し，また互いに共有・活用する。 

⇒各主体との共働・連携による，環境教育プログラム・教材等の具体的内容の検討 

事業名 内 容 実績等 
 

副読本の作成 

【3 の再掲】 

小学校での社会科，総合学習等で活用できるよう，「環境」と「ごみ」につい

て，小学校教員と共に検討・作成し，福岡市内の小学校に配付。 

市内全小学校 

に配付 

 

⇒各主体が有する環境教育プログラム・教材等の活用促進 
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◆リーダーやコーディネーターなどの人材が多く輩出され，地域で広く把握される。 

⇒人材を育成する講座などの実施および指導者育成の多様なプログラムの普及促進 

事業名 内 容 実績等 
 

区独自事業・西区（環境を  

まもる人づくり地域づくり事業） 

[西）生活環境課] 

市民の自主的で自律的な環境活動を推進するため，地域のリーダーとなる人

材を発掘・育成し，その活動を支援。 

養成講座修了者 
14 人 
〔17 人〕 

 

ふくおかレンジャー 

[環）環境調整課] 

子ども向けの自然観察会を開催するとともに，生物多様性に関する取組みを

企画・実施する意欲的な人材を育成。 

修了生 
20 人 
〔10 人〕 

 

⇒地域の人材の把握およびその認定 

事業名 内 容 実績等 
 

福岡市環境行動賞 

【1・2・3・4 の再掲】 

地球温暖化防止やごみ減量などに先進的・継続的に取り組み，環境保全・創造

に高い水準で貢献し，顕著な功労・功績のあった個人・団体などを表彰。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

環境教育・学習人材リスト  

[環）環境政策課] 

環境カウンセラー，環境に関する知識・経験を備えた方々の講師情報をとりま

とめ，「環境教育・学習人材リスト」をホームページ上で公開。 

登録人材 
45 人 
〔45 人〕 

 

◆リーダーやコーディネーターなどが地域の中で活躍する。 

⇒人材を必要としている主体とリーダーやコーディネーターなどをつなぐ支援 

事業名 内 容 実績等 
 

まなびアイふくおか 

[教）生涯学習課] 
講師・指導者情報などを掲載する学習情報提供システム。 

登録人材 
700 人 
〔799 人〕 

 

福岡市緑のコーディネ

ーター制度 

[住）みどり推進課] 

花や緑に関する知識や技術に有する人を養成・認定し，分野ごとに登録した

人材バンク制度で，公民館等へ派遣を行い，地域活動を支援。 

登録人材 
198 人 
〔165 人〕 

 

⇒リーダーやコーディネーターなどが，さらにスキルを身につけられるようなネットワークづくりの機会の提供 
 

  

基本的方向 

7 
リーダーやコーディネーターを育成・把握するとともに，活躍を促進する 

専門的な知識や教え方の技術を身につけ，環境活動を実践・牽引するリーダーや人や組織の間の調整やネットワークづくりを行

うコーディネーターなどの人材を把握・育成するとともに，活躍の場・機会を広げる。 
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◆地域・社会の状況や各主体のニーズに応じ，環境に関する情報が収集・整理される。 

⇒環境情報に関するニーズや関心，認知度などの把握 

事業名 内 容 実績等 
 

市政アンケート調査の

実施 

[環）環境政策課] 

市民の環境に関する意識等を確認し，今後の施策実施の参考とするため，環

境に関する項目について市政アンケート調査を実施。 
P.18 参照 

 

⇒調査・研究の推進や大学，国，県の研究機関などとの連携による，環境問題に関する科学的知見の収集，現

状把握の充実 

事業名 内 容 実績等 
 

保健環境研究所にお
ける調査・研究の推進 

[環）環境保全課， 
環境科学課] 

保健環境研究所で，大気や黄砂・PM2.5 に関する試験検査及び調査研究を

実施。特定外来生物については，セアカゴケグモの生態調査を実施。 
毎年継続実施 

 

自然環境調査 

[環）環境調整課] 

自然環境の保全を図るための基礎資料とするとともに，市民への啓発に資す

るため，自然環境の現状及び貴重種動植物等の生息状況の調査を実施。 

調査を実施 

水生生物・外来生物  

（鳥類・外来生物） 
 

大気の常時監視 

[環）環境保全課] 

大気汚染防止法に基づき大気の汚染状況を把握するために，市内に設置し

た大気環境測定局の自動測定機により 24 時間連続的に監視。 

一般環境大気 
8 局 
〔8 局〕 

 

熱中症対策 

[環）環境保全課， 

環境科学課] 

市民への注意喚起のため，防災メールやホームページを活用して暑さ指数の

予測情報を提供。また，その他啓発を実施。 

暑さ指数情報を 

メール配信 

5～10 月 
〔5～10 月〕 

 

◆収集・整理された環境に関する正確で最新の情報が発信・共有され，学びの機会が充実する。 

⇒さまざまなメディア・媒体を活用し，対象を意識した効果的な情報発信・共有の推進 

事業名 内 容 実績等 
 

市政だよりを活用した

情報発信 

環境啓発イベントの情報などを市政だよりに掲載するとともに，「夏の省エネ対

策特集号」などについては市政だよりと同時配布することで，広く情報を発信。 

市内全世帯 

に配布 

 

環境学習のためのホー

ムページの運用 

【1・2・4 の再掲】 

市民の環境学習を支援するため，ホームページ「福岡市の環境 学ぼう！つな

ごう！ふくおかの環境」で，環境に関する情報を収集・提供。 

アクセス数 
約 11 万件 
〔約 17 万件〕 

 

 

 

基本的方向 

8 
各主体やその取組み，環境に関する必要な情報を提供する 

既存の環境教育・学習施設やさまざまなメディアを利用して，福岡市をはじめとした環境に関する正確で最新の情報を発信し，

学ぶ機会を充実する。また，市民団体や学校，事業者などの主体やその環境保全活動についても，ＰＲの支援や表彰制度な

どを通して広く発信する。 
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⇒環境に関するあらゆる分野について，客観的で正確な最新の環境情報の発信 

事業名 内 容 実績等 
 

黄砂飛来・PM2.5 

予測情報の発信 

[環）環境保全課] 

黄砂及びPM2.5の予測に関する情報を市ホームページや防災メール等で発信

するとともに，予測情報の精度向上や市民にわかりやすい情報を提供。 

黄砂予測，PM2.5 予測 

14 回，2 回 

〔12 回，10 回〕 

 

⇒情報発信の拠点である，既存の環境教育・学習施設の充実および施設が持つプログラムの有機的な結び付き

の強化 

事業名 内 容 実績等 
 

まもるーむ福岡の運営 

[環）保健環境管理課] 

保健環境研究所１階に保健環境学習室「まもるーむ福岡」を設置し，「体験

学習実験」や検索学習システムを通じ，楽しみながら環境について学ばせる。 

来場者数 
1.9 万人 
〔1.1 万人〕 

 

３Ｒステーション事業 

[環）資源循環推進課] 

市民へのごみ減量・リサイクルに関する情報提供，体験・活動の場の提供，各

種講座やイベントの開催を行うとともに，不用品の受入・提供等を実施。 

入場者数 
11 万人 
〔11 万人〕 

 

スマートハウス展示場 

[環）環境・エネルギー対策課] 

最先端のエネルギーマネジメントシステムを備えたスマートハウスを体感してもら

うため，スマートハウス展示場を運営。 

来場者数 
52 人 

〔267 人〕 
 

工場見学の受入れ
[環）西部工場，臨海工場] 

環境について学ぶ機会を提供するため，環境局の工場で，随時個人，家族，

グループ，学校，企業などの見学を受入。※クリーン・エネ・パーク南部の見

学者を含む 

見学者数 
1.9 万人※ 
〔1.8 万人〕 

 

⇒環境教育・学習施設や体験の機会を提供する場について，情報発信・活用促進  

 

◆主体や環境保全活動が広く知られ，活動への参加が促進されたり環境保全の取組みが広がる。 

（→基本的方向１・２・３・４・６） 
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◆主体間の共働・連携が促進・強化される。 

⇒あらゆる主体が参加できる活動・交流の場や機会の提供 

事業名 内 容 実績等 
 

環境フェスティバルふく

おか【2・4 の再掲】 

環境に優しい行動の輪を広げていくための普及・啓発を目的とした，楽しみな

がら学べる参加体験型のイベントを開催。 

来場者数 
3.6 万人 
〔4.9 万人〕 

 

ラブアース・クリーンアッ

プ事業 

[環）資源循環推進課] 

九州・沖縄・山口の各県や大韓民国釜山市等において，市民・企業・行政が

協力し，海岸・河川・山なみの一斉清掃「ラブアース・ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ」を実施。 

参加者数 
3.8 万人 
〔4.5 万人〕 

 

⇒共働・連携の拠点となる施設などの活用促進や多様な主体との共働・連携を取り入れた施設運営 

 

⇒共働・連携の在り方についての具体的事例の紹介 

事業名 内 容 実績等 
 

福岡市環境行動賞 

【1・2・3・4・7 の再掲】 

地球温暖化防止やごみ減量などに先進的・継続的に取り組み，環境保全・創造

に高い水準で貢献し，顕著な功労・功績のあった個人・団体などを表彰。 

表彰，応募 
95 件，108 件 
〔64 件，72 件〕 

 

◆多様な主体の参画と共働・連携により，地域や相互の課題解決が図られる。 

⇒多様な主体が参加し対話・交流する機会の創出 

事業名 内 容 実績等 
 

トークカフェ 

【1・6 の再掲】 

身近な自然や食文化など本市の個性・魅力が生物多様性に支えられている

ことが認識され，生物多様性の重要性が社会へ浸透するよう，情報集約発信

等の仕組みを構築。 

参加者数 
139 人 
〔140 人〕 

 

エコ発する事業 

【1・2 の再掲】 

市民団体やＮＰＯ法人などが自ら発意・企画し，主体的に行う環境活動への

支援を行うとともに，団体間のネットワークづくりを進める。 

活動報告会 

を実施 
   

基本的方向 

9 
各主体の共働・連携を促進する 

基本的方向１～５で各主体の主体的な取組みを支援・促進するとともに，主体を横断する取組みを基本的方向６～８で展

開し，それらを踏まえ，各主体の共働・連携をさらに推進する。また，主体同士の情報交換の場を充実することで，地域や相互

の課題解決が図られるしくみを検討する。 
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福岡市環境教育・学習計画（第三次）の成果指標の達成状況一覧 

 

◆福岡市環境基本計画(第三次)における環境教育・学習の成果に関連する成果指標 

 

（福岡市環境基本計画(第三次)に掲載している成果指標から抜粋） 

  成果指標 策定時 前回確認値 現状値 目標値 

快適で良好な生活

環境のまちづくり 

市民のマナーに対す

る満足度 

31.5% 

(2012 年度) 

33.9% 

（2014 年度） 

41.2% 

（2015 年度） 

60.0% 

(2022 年度) 

市民がふれあう 

自然共生のまちづ

くり 

農林業のふれあい施

設年間利用者数 

872,920 人 

(2013 年度) 

908,033 人 

（2014 年度） 

911,635 人 

（2015 年度） 

898,000 人 

(2016 年度) 

生物多様性を理解し，

その保全を意識して行

動している市民の割合 

14.7% 

(2012 年度) 

17.2% 

（2014 年度） 

15.1% 

（2015 年度） 

35.0% 

(2024 年度) 

資源を活かす循環

のまちづくり 

ごみ処理量 
56.3 万ｔ 

(2012 年度) 

57.0 万ｔ 

（2014 年度） 

57.0 万ｔ 

（2015 年度） 

47 万ｔ 

(2024 年度) 

ごみのリサイクル率 
30.6% 

(2012 年度) 

30.9% 

（2014 年度） 

31.7% 

（2015 年度） 

37.0% 

(2024 年度) 

市民１人あたり水使用

量（市民１人１日あたり

の家事水使用量） 

201 ﾘｯﾄﾙ 

(2012 年度) 

198 ﾘｯﾄﾙ 

（2014 年度） 

197 ﾘｯﾄﾙ 

（2015 年度） 

現状維持 

（2024 年度） 

未来につなぐ 

低炭素のまちづく

り 

家庭部門における１世

帯あたりのエネルギー

消費量 

30.1 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

(2006～2010 

年度平均） 

27.8 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

（2013 年度） 

25.8 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

（2014 年度） 

22.1 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

（2024 年度） 

業務部門における延

べ床面積１m2あたりの

エネルギー消費量 

1.08 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

(2006～2010 

年度平均） 

0.94 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

（2013 年度） 

0.91 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

（2014 年度） 

0.88 

ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ 

（2024 年度） 
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◆市民アンケートに基づく成果指標 

 

市政アンケート調査の概要 

〔調査時期〕  平成 29年５月下旬～６月上旬 

〔調査対象者〕 福岡市市政アンケート調査協力員（約 600名※1） 

〔調査方法〕 郵送法（回収率：91.9％） 

 

（市政アンケート調査の結果から設定） 

  成果指標 
策定時※2 調査年度※2 目標値※3 

（2012 年度） （2015 年度） （2016 年度） （2017 年度） （2024 年度） 

環境保全

行動実施

状況 

屋上や壁面，ベランダ

の緑化 
41.5% 32.2% 29.9% 43.0% 68.8% 

環境に配慮した製品

の購入 
56.2% 45.3% 44.0% 41.4% 82.4% 

古紙等のリサイクル 81.8% 77.6% 80.3% 78.2% 88.9% 

近くでとれた農産品を

購入 
82.2% 74.1% 80.5% 78.2% 88.6% 

買い物袋の持参率 82.2% 86.0% 87.2% 85.5% 88.5% 

不要なアイドリングや

空ふかし等をしない 
71.2% 75.0% 75.8% 73.5% 77.5% 

徒歩，自転車，公共交

通機関の利用 
79.1% 76.2% 73.7% 74.2% 85.2% 

エアコンの設定温度を

控えめにする 
82.4% 72.6% 63.9% 67.3% 87.7% 

環境活動

への参加

状況 

自然保護活動 5.6% 1.6% 3.2% 11.6% 50.3% 

再生可能エネルギー・

省エネルギーの普及活動 
6.8% 2.9% 2.6% 5.2% 50.0% 

環境美化活動 34.8% 28.1% 32.7% 27.7% 65.4% 

リサイクル活動 26.7% 19.7% 22.5% 21.5% 57.3% 

（※１）調査協力員は，毎年，異なる市民の方に就任いただいている。 

（※２）「実行している」（「いつも実行している」「たまに実行している」），又は「参加したことがある」と回答した人の

割合。 

（※３）2012 年の調査で，『実行したい』（「実行したい」「どちらかといえば実行したい」），または『参加したい』（「参

加したい」 「どちらかといえば参加したい」）と回答した人の割合。 
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〔参考〕市政アンケート調査（一部抜粋） 

 

≪「環境保全の意識」についておたずねします≫ 

 

 

問 環境を守ったり，良くしたりするためには，一人ひとりの行動が大切です。あなたは日頃，次の

ことを実行していますか。それぞれの項目について，あてはまるものを１つずつ選び，番号に〇

をつけてください。 

 

 
い
つ
も
実
行
し
て
い
る 

た
ま
に
実
行
し
て
い
る 

実
行
し
て
い
な
い 

該
当
し
な
い 

物
を
買
う
と
き 

買い物のとき，マイバックを持参するなどして，レジ袋を断っている １ ２ ３  

エコマーク・グリーンマークなどのついた，環境に優しい製品を購入

するよう心がけている 
１ ２ ３  

同じものであれば，近くでとれた農産品を買うようにしている  １ ２ ３  

自
宅
で
す
ご
す
と
き 

エアコンの設定温度は，おおむね冷房は 28℃以上，暖房は 20℃以下に設

定するよう心がけている 
１ ２ ３ ４ 

屋上や壁面，ベランダ，庭で植物を育て，緑化に取り組んでいる １ ２ ３ ４ 

古紙などは，リサイクルステーションや地域集団回収へ持って行くよ

うにしている 
１ ２ ３  

外
出
す
る
と
き 

外出の際はなるべく自動車を使わず，徒歩や自転車，電車などの公共交通

機関を利用するようにしている 
１ ２ ３  

自動車を使用するときは，不要なアイドリングや空ふかし，急発進な

どをしないようにしている 
１ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

私たちを取り巻く環境問題は，東日本大震災を契機としたエネルギー問題をはじめ，ゲリラ豪雨

やヒートアイランド現象，さらに黄砂やＰＭ２．５といった越境大気汚染など，複雑多様化してお

り，環境啓発の推進に一層努める必要があります。 

そこで，市民の皆さまの環境保全の意識や行動，環境問題についての関心度についてお伺いし，

環境啓発の推進に向けて効果的な施策を検討したいと考えております。 
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問 あなたは環境に関して，市・区役所や地域の環境団体（環境活動を行っている団体）などの活動

に，過去１年以内に参加したことがありますか。それぞれの項目について，あてはまるものを１

つずつ選び，番号に〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る 

参
加
し
た
こ
と
が
な
い 

自然保護活動（緑地保全，河川・海岸清掃，自然観察会など） １ ２ 

リサイクル活動（地域集団回収，フリーマーケットの開催，廃油石けん作

りなど） 
１ ２ 

再生可能エネルギー・省エネルギーの普及啓発活動（太陽光発電や節電に

関する講座，イベントへの参加など） 
１ ２ 

環境美化活動（地域清掃，緑化活動，花いっぱい運動など） １ ２ 

環境にやさしい行動の波を起こそう！ 

 


	≪「環境保全の意識」についておたずねします≫

